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研究成果の概要： 
 本研究では，小学校算数において，考える力を育てるための授業について実践的研究を行っ

た。その結果，小学校高学年においては，単元の学習活動後に，単元の学習内容の意味を理解

させるような学習活動を取り入れる授業モデルで考える力の形成を導くことができることが示

された。一方，低・中学年では，単元の始まりに，考える学習活動を取り入れつつ，概念や手

続きを学習するという授業モデルが有効であることを示された。 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を着想するに至った背景には，次

の３つの問題意識がある。(1) 思考力の低

下：PISA2003 調査の結果によれば，我が国

の子どもの数学的問題解決能力や数学的リ

テラシーは，世界でもトップレベルにある

ことが報告されている。しかしながら，個々

の問題の成績を注意深く見ていくと，思考

力を問うような問題では必ずしも成績がよ

いとはいえない。この問題点は従来から指

摘されてきたことであるが，我が国の子ど

もの学力というのは，機械的に習得された

知識や技能に支えられており，深い思考力

や想像力に欠けるのが実態である。(2) 読

解力の低下： PISA2003 調査の結果が示す我

が国の子どもの学力のもうひとつの問題点

は，読解力の低さである。PISA調査では，「読

解力とは、自らの目標を達成し、自らの知

識と可能性を発達させ、効果的に社会に参

加するために、書かれたテキストを理解し、



利用し、熟考する能力である」と定義され

るが，我が国の子どもは，国語に限らず，

テキストの内容を理解し，考える能力が低

いという問題点を抱えている。しかも，中

学生を対象とした我々の研究によれば，国

語の学力と科学的思考力との間には強い関

連が見られることから，テキストの読解力

と思考力とは相関関係にあることが予想さ

れる。(3) 思考力教育プログラムの欠如：

平成１４年度から始まった総合的学習の時

間では，学習の仕方や思考力を育てること

が一つの目標とされているが，これまでの

ところこのような思考力を育成するための

基本的な筋道が示されているわけではなく，

教育現場では手探りの状態で授業を行って

いるというのが現状である。したがって，

研究レベルにおいては，思考能力の育成を

可能にする教材を早急に開発しなければな

らない。 

 

 
２．研究の目的 
 小学校における算数教育は，様々な数概

念の習得，足し算や引き算などの四則演算

の技能習得を中心に行われており，どちら

かというと知識・技能の獲得を目指して行

われてきた。しかしながら，思考力やそれ

を支える読解力が弱いという現状からは，

思考力と読解力を同時に子どもたちに身に

つけさせることができるような授業実践が

求められている。そこで，本研究では，現

職の小学校教師と大学教員が協力して，子

どもの考える力を育成するための算数授業

のあり方について実践的に検討する。 

 本研究の目的は，小学校における考える力
を育てるための算数授業モデルを開発する
ことである。考える力とは，事象に対して数
学的な見方ができるということを指してい
る。すなわち，本研究の目的は，(1)小学校
の算数授業において，考える力を育てるため
の授業プログラムとはどのようなものなの
かを明らかにすること，(2)考案した授業プ
ログラムを実際に実施し，その効果について
検討すること，そして，(3)考える力と他の
学力要素，特に，読解力との関連性を明らか
にすること，の３つである。 
 
 
３．研究の方法 
 (1)考える力を育てるための学習内容の

検討：指導要領にしたがえば，小学校の算

数においては，Ａ数と計算，Ｂ量と測定，

Ｃ図形，Ｄ数量関係の４つの学習領域が設

定されているが，この４つの領域のいずれ

においても考える力を育てる授業実践が可

能なのか，それともいくつかの領域を選択

的に抽出して授業実践を行うべきなのかに

ついて，最初に教材分析を行って検討する。 

 (2)高学年を対象とした実践研究とその

分析・評価：先行の研究において，中学校

での実践研究を行っているので，初年度は，

中学校数学と小学校算数との接続教育のあ

り方も含めて，小学校高学年（４年〜６年）

を対象とした考える力を育てる実践研究を

行う。ここでは，これまでに研究協力者の

教師が行ってきた教育実践経験に基づきな

がら，高学年で身につけるべき考える力と

は何かを吟味し，それを教育可能な授業実

践案を作成し，実施する。実践研究が他の

教師や学校にも役立つようにするためには，

単に実践例を公開するだけではなく，そこ

で考案した授業法が子どものどの側面の学

力を伸ばすことができたのかについての評

価を行うことが必要である。 

 (3)低学年を対象とした実践研究とその

分析：１９年度は，初年度に行う高学年で

の実践成果に基づいて，低学年（１年〜３

年）を対象とした考える力を育てる実践研

究を行う。１・２年生では，ABCDの４つの

学習領域のうち，D数量関係の内容が含まれ

ていないが，中学生を対象とした先行研究，

高学年を対象とした初年度の研究との関連

性の中から，低学年のうちに身につけさせ

るべき考える力とは何かを吟味し，それを

教育可能な授業実践案を作成・実施する。 

 (4)小学校算数に共通する教授パターン

の抽出とモデル化：ここでは，２年間に行

った実践研究の成果をまとめて，小学校算

数において，考える力を育てるための教授

法の共通パターンを抽出し，モデル化を行

う。岡本（2004）は，新統合理論にもとづ

いて学力をモデル化しているが（図２），こ

れによれば有機的な学力の状態というのは，

一般的方略，領域固有知識，メタ認知の３

つの要素がいずれも育っている状態である

とされる。この考えにしたがえば，考える

力の構成要素もまた，一般的方略，領域固

有知識，メタ認知の３つと考えてよいであ

ろう。ただ，この３つのうち一般的方略は



教科や領域に普遍的な能力であると考えら

れていることから，本研究で対象とする算

数授業の中での形成は難しいだろう。そこ

で，図３に示したような考える力の教授モ

デルを仮説的なモデルとして利用して，小

学校の６年間に共通する考える力を育てる

教授モデルや普遍的な教授方法についてま

とめる。 

 
 
４．研究成果 
（１）教材分析 
 小学校算数では，Ａ数と計算，Ｂ量と測定，
Ｃ図形，Ｄ数量関係の４つの学習領域が指導
要領に設定されているが，これらの４領域の
うち，Ａ数と計算とＢ量と測定の２つの領域
は，どちらかというと数概念や数操作の基本
的技能の習得にための設定されている領域
であると考えることができるので，本研究で
目的とする考える力を育てるための領域と
しては，Ｃ図形とＤ数量関係がより有効な領
域であると考えられた。 
 また，学年進行の観点から分析してみると，
低学年，中学年頃までの学習内容は，高学年
や中学校で学習する内容の基礎に位置づけ
られる学習内容であることが多く，その意味
では考える力を育てるための教材としては，
高学年の学習内容の方が有効であるといえ
る。 
 これらのことから，本研究では，まず，高
学年での実践研究を行った上で，低学年での
実践研究を進めることとした。 
 
（２）高学年での実践研究（Ⅰ）-「単位あた
り量」単元- 
 本研究では，高学年での実践研究として，
①体積，②平均，③変わり方のきまり，④単
位あたり量，⑤面積，⑥比の利用，⑦割合の
７つの実践研究を実施した。ここでは，「単
位あたり量」と「面積」の単元での実践研究
について報告する。 
 算数で学んだ考え方をもっと生活の中で，
「ああ，これって○○の事だ」と思い出す力
をつけることはできないだろうか。単元を取
り組んでいる間には解けても，時間が経つと
すっかり忘れてしまう児童を見るたびに考
えてきた。そこで，授業の中に，学習した内
容を俯瞰的に網羅したり，他の単元とのつな
がりを作ったりする時間を設けた。そして，
実際の生活の中に使われている場面を具体
的に示すことで，算数と生活が密着したもの
であるという意識を児童の中に育むことを
ねらいとした。 
 ここでは，６年生での「単位量あたり」に
ついて紹介する。この単元ではこみ具合を比
較する問題を中心に，一般化された単位量と

そうでない単位量の二つの見方を理解させ
ることを試みた。問題を単文ごとに整頓した
プリントを用い，「何が問われているのか」
を明確にし，授業を進めた。どの問題も，一
方の量をもう一方で割るという手続きを A÷
B，B÷Ａで繰り返させ，自分にとってどちら
がわかりやすいかを考えさせた。その時には，
出てきた単位量の数字の後ろに○人あたり
△kg といったように，求めた数字の意味を書
かせるようにさせた。そして，班の中で解き
方を比べあい，どちらの単位量で考えている
のかを常に比較させ，具体をイメージさせた。
また，班活動を活発にさせるために，単元前
からいくつかの解き方ができるやさしい文
章題を用い，それぞれの考え方を話し合う学
習スタイルを作りながら単元に入った。また，
単位量あたりに限らず，「ほっと一息，算数・
数学タイム」というプリントでの授業を行い，
算数の考え方を生活に広めるよう取り組ん
できた。 
 これらの取り組みで，いろいろな考え方を
出し合い，納得の行く考え方を探す追究的な
態度が育まれた。特に単位量の表と裏の考え
方を比較する時には，ほとんどの児童がどち
らの解き方も書き記し，式や数字にどんな意
味があるか，どんな考え方なのかを討論しな
がら，分かりやすい考え方を見つけるように
なっていった。算数の苦手な児童も，考えた
事が部分的であってもがクラスの中で意味
づけられ，考えることを楽しむようになった。
単位量あたりでは，手続きを理解してからは，
意欲的に二つの除法を書き，意味を追究する
ようになったことなどが成果として挙げら
れる。 
 
（３）高学年での実践研究（Ⅱ）-「面積」単
元での実践研究- 
 算数の学習をしていて一番気になること
は，考える力の低下である。問題を読んで計
算はできるのだが，それは計算のパターンが
あるからで，そのパターンからずれるとたち
まちどう考えて良いのかわからなくことが
ある。子どもたちは算数の問題を解くときに，
この問題はどういうふうにして解くのかは
理解できるのだが，なぜそう解くのかという
ことは理解できないことが多い。しかし，ど
う解くかがわかっていればある程度算数の
テストはできるのである。しかし，本当に大
事なことは子どもたちがどう解くのかでは
なく，なぜそう解くのかと考えることである。 
 今回面積の学習をするにあたって，面積の
公式を用いて面積を導き出させることより
も，どうやって面積を導き出すのかを考えさ
せることにこだわった。例えば，平行四辺形
の面積を求める課題に対して，既習の三角形，
長方形の面積の求め方を利用して平行四辺
形の面積を求める考え方をいくつも出させ



た。特に重視したことは，面積の求め方を説
明させるときに，数字を使わないで言葉だけ
で説明させるようにしたことである。数字に
対して抵抗のある児童も数字を全く使わな
いで考えることは，取り組みやすいと考えた
からである。そして，ひとつの考え方にこだ
わらずできるだけたくさん考え方を出すこ
とを目標にした。この問題を解くときにひと
つの方法しかないと考えるのではなく，いろ
んな方法で解くことができるということを
感じさせたかったからである。例えば，発展
課題の「八角形の面積を求めよう」という課
題に取り組んだときに，子どもたちはすぐに
八角形の図に線を引いたり，はさみで切り分
けたりして四角形や三角形に分解，合成をし
て面積を求めていった。これらの様子からは，
公式を用いないでも，数字を使わないでも面
積を求めていけることを子どもたちが実感
したことが見てとれる。 
 この学習を通して，子どもたちが一番変わ
ったことは，新しい課題を考えるときに今ま
で習ってきたことを利用し，それを使うこと
で多様な考え方を導き出せると感じたこと
である。この問題にはこの解き方という固定
観念から離れ，こんな考え方はできないか，
もっと他の考え方はないかと考えられるよ
うになったことである。そして，いろんな解
き方を見つけることに「楽しさ」を感じるこ
とができたことである。考えることに楽しさ
を見つけた子どもたちは，これからも算数学
習の中で考える力をつけてくれるものと期
待している。 
 
（４）低学年での実践研究-「１００００まで
の数」単元- 
 低・中学年を対象とした実践研究としては，
２先生対象の①考えてみよう（１），②１０
０００までの数，3 年生対象の③あまりのあ
るわり算，④文章題の４つの実践研究を行っ
た。ここでは，２年生の「１００００までの
数」単元での実践研究について報告する。 
 子どもたちは，これまでに１０００までの
数を学習しており，十進数の概念を獲得しつ
つある。しかしながら，この時期の子どもの
十進数の概念はまだ不完全な物である。数概
念の獲得に関する研究によると，我々は小学
校の低学年頃までに，心的数直線と呼ばれる
１から１０までの数が左から右に並ぶよう
な心的表象を獲得するとされている。そこで，
今回の実践では，１００００までの数の心的
数直線を形成するための授業を試みた。 
 具体的には，長さを教えずに，２３２５cm
の紙テープを提示し，グループで考えた測り
方で計測するという学習活動を行った。その
結果，①１cm の単位ブロックを使って，す
べての長さを測るグループ，②１cm の単位
ブロックを１０個敷き詰めた１０cm の長さ

を一つの単位量として測定するグループ，③
１cm の単位ブロックを１００個敷き詰めた
１ｍの長さを一つの単位量として測定する
グループの３つの測り方が現れた。このうち
もっとも実測値に近かったのが１ｍを単位
量としたグループであった。 
 この実践から，子どもたちは１cm が１０
集まって１０cm が作られること，１cm が１
００集まって１００cm（１m）が作られるこ
とが実感できているようであった。 
 
（５）小学３年生から４年生にかけての算数
学習に関する自己調整学習方略の変化 
 PISA2006 の結果では，科学的リテラシー
が全体の３位，数学的リテラシーが全体の 10
位となっており，以前として高いレベルを保
っているものの前回の 2003 年調査と比べる
と成績がやや低下している。加えて，調査の
結果からは，数学や科学に対する興味を子ど
もたちがもてていない現状が見て取れ，日本
の子どもたちの理数科離れを印象づけるも
のとなっている。 
 自己調整学習理論にしたがえば，学習成績
は，動機づけ，学習方略，課題への感情価な
どの影響を受けるとされている。このような
考えに立つと，日本の子どもたちは，自己調
整学習がうまくいっていない子どもである
と考えることもできる。加えて，最近では，
自分自身の学習の自己調整だけでなく，他者
への援助要請の違いが成績と強い関連性を
もつことも指摘されており，日本の子どもの
算数学習への動機づけの側面や学習方略に
ついて検討することは，今度の教育的方策を
練るうえでも重要なことである。 
 ところで，先行研究によると，算数学習に
おいては，３年生から４年生にかけて学習の
遅滞が大きく増加することが明らかになっ
ており，これらの学年において，日本の子ど
もたちの数学離れが，どのように進行するの
かを明らかにすることができれば，それを防
ぐ具体的な対策を導くことができるだろう。
そこで，本研究では，３年生の自己調整学習
方略と算数成績との関連性が，１学年間通し
てどのように変化するのかを縦断的に検討
することを目的とした。 
方法 大阪府下の小学校に通う４年生の２
クラス、67 名、および３年生の３クラス 87
名が対象者であった。調査内容として，算数
学力テスト，算数学習質問紙の２つの内容に
ついて調査した。 
結果 ３年生一学期時点での算数成績と自
己調整学習方略の関連性を，パス図としてま
とめたものが図１である。分析の結果，３年
生では，４年生と同様に，動機づけの高さが
認知的自己調整と有意に関連しており，算数
に動機づけの高い児童は，自律的に算数学習
に取り込む傾向があるといえる。しかしなが



ら，認知的自己調整は３年生では成績との関
連性が見られるのに対して，４年生では認知
的自己調整と成績との関連性は見られない。
また，成績との関連性で見ると，３年生では
ネガティブ感情と成績との間に正の関連性
が見られるのに対して，４年生では負の関連
性が見られる。また，３年生では，動機づけ
の高さが２つの援助要請と認知的自己調整
という学習方略に関する得点といずれも関
連性が高い。 
 

 
 学期が進行し，３年生の二学期と三学期に
なると，熟達目標と動機づけに高い相関が見
られ，自分自身の学習そのものを高めること
を目標として持っている児童の動機づけが
高いことが明らかになった。また，熟達目標
は，どちらの時期でも認知的自己調整と関連
しており，熟達目標が高ければ，自立的に学
習に取り組むことができていることがわか
る。これに対して，遂行目標は， 二学期ま
では，適応的援助要請，回避的援助要請，認
知的自己調整のいずれとも関連性が見られ
るのに，三学期になると，適応的援助要請と
のみの関連性しか見られなくなっている。学
習成績に影響する要因を見ると，一学期と同
様に，認知的自己調整と成績との関連性が二
学期では見られるが，三学期になると見られ
ない。この３年生三学期で認知的自己調整と
の関連性が見られないのは，４年生の一学期
の傾向と同じであり，４年生を迎える頃には，

績と学習方略との関連性は消失すると考
 

 

を意味しており，今後何らか
教育的施策が必要であることを示してい
であろう。 

たように，単元の学習
導入期に，考える学習活動を取り入れると
うモデルＢ（図４）も有効であろう。これ

，

考えられる。

成
えて良いだろう。

 
 さらに，興味深いのは，３年生の一学期や
二学期では見られなかった，ネガティブ感情
と成績との負の関連性が，３年生の三学期に

なるとみられることである。すなわち，４年
生を迎える頃には，算数に対する感情価と成
績が関連するようになり，ネガティブな感情
を持つ児童は成績が低くなりがちであるこ
とを示している。このことは，理数科離れと
理数科学力の低下が小学校の３年生頃で始
まっていること
の
る
 
 
（６）まとめ：考える力を育てる算数授業の
モデル化 
 岡本ら（2003）は，中学の数学を対象とし
た実践研究から，図３に示したような授業モ
デルを提案している。そこで，本研究では，
まずこの授業モデルを小学校の算数の序行
に取り入れる形で研究を進めた。その結果，
（２）で示したように，小
ける考える力を育てる授業
科書での単元の学習内容を
習内容を振り返って，そこ
意味（なぜその数概念が必
の計算手続きで答えが導け
るような学習活動を取り入
モデルＡが有効であるとい

学校の高学年にお
モデルとして，教
学習した後に，学
で学習した内容の
要なのか，なぜそ
るのか）を理解す
れるという授業
えよう。 

 
 
 一方，（３）で示し
の
い
までの通常の単元構成は，単元の始めに，必
要な概念や手続きを説明した後で，それらを
利用した計算問題や文章題を解くという順
序で単元が進行することが多い。しかし，こ
のような単元構成では，必ずしも概念や手続
きの意味を児童・生徒に十分に理解させるこ
とができていないのが実情である。そこで
モデルＢのような考える学習活動を通した
概念や手続きの意味の理解を目指すという
授業が考える力の形成につながるだろうと

 



 
 
 ２つ

は，
習
は多

っ

が高いと考えられる。 
（４）に示した３年生を対象とした縦断的
究からは，成績と関連するのが算数の好き

かになり，小学校低学

な授業作りを行っていく必要性
指摘される。 

数学的思

 

ところで，学年進行の観点から，この
のモデルの有効性について検討してみると，
教材分析でも述べたように，低・中学年で
基礎的概念や手続きの習得を目指した学
内容が多く，応用的な理解を求めるもの
くない。その意味においては，モデルＡは，
学習した内容の意味を理解することによ

て応用的な考える力を育てるという学習に
適したモデルであり，低・中学年では実施が
難しいと考えられる。一方で，（３）で示し
たように，考える活動を通して概念や手続き
の理解を目指すモデルＢは，低学年からでも
実施可能性
 
研
嫌いであることが明ら
年から考える力を育てつつ，算数への興味が
持てるよう
が
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